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本論文は 5 章よりなっている o まず、第 1 章では、これまで行われてきた疑似パネルデータの作成方法と、実証分
析への適用例、およびそこで指摘される問題点について述べられているo 特に、家計調査データの場合、生年に基づ






る方法として、小分散修正法 (the small variance correction method)、模擬最尤法 (the sim ula ted likelihood 








先験的に区分する方法がバイアスを持つ可能'性を指摘しているo 第 5 章は、 4 章までの研究成果をまとめ、今後の課
題について明らかにしている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、定期的に実施される大規模な統計調査データから疑似パネルデータを作成するという先駆的な研究の成
果であるo 特に、疑似パネルを形成するために必要となるグルーフ。の特定化について、標本分散が推定効率に与える
点に注目し、推定効率を制御する観点からグループ分けを行う方法を提案している。これまで行われてきた疑似パネ
ルデー夕方法が、特定の不変属性に着目した機械的な方法であったのに対して、新たな視点を導入したことは大きな
貢献として注目されている o さらに、これまでの疑似パネルデータの研究が線形回帰モデルに限定されていたのに対
して、最尤推定量の分野にも拡張し、標本選別モデルや不均衡モデルの分野への適用についても積極的な試みを行っ
ている。また、パネルデータに特有の問題として知られている固定効果パラメーターの増加による推定効率の低下を、
モデル選択の観点からパラメーターの縮減を試みる方法も提案している。本論文のこれらの成果は、疑似パネルデー
タの統計理論について大きな貢献を行っているが、計量経済学の統計理論の観点からすれば、取り入れるべき多くの
先行研究の成果の多くが捨象されているという問題が残されている。
なお、本論文の研究を行うにあたり、指定統計である全国消費実態調査等の大規模統計調査データの利用が不可欠
であったが、本研究から得られた成果が、疑似パネルデータによる統計調査データの利活用という新しい分野を切り
開くものであることが総府庁にも認められ、統計法に基づく目的外利用の許可を得るために多大の貢献を行ったこと
は注目に値するo
本論文の貢献として認められる研究の成果が、統計調査データの新たな活用を切り開いていることから、本論文は
博士(経済学)の学位論文として十分に認められるものと判断するo
-90 一
)、
九
